
 2012年度一般社団法人日本石材産業協会 第 1 回常任理事会 議事録 

日 時：2012年 4月 17日(火) 10時 30分～11時 45分 

13時 00分～14時 45分 

15時 00分～16時 45分 

場 所：総評会館 201号室  進行役：事務局 

Ⅰ．開 会 10：30 

 

Ⅱ．会 長 挨 拶：射場会長 

   こんにちは。井口会長本当に１０年間ご苦労様でした。いよいよ 2012年度がスタートしました。 

石産協の第 2幕が始まります。皆さまにはリーダーシツプを発揮してください。この常任理事では、 

メンバーシップを発揮してください。リーダーシップは目には見えません。人それぞれです。 

皆さまはそれぞれの立場の中で発揮してください。 

常任理事会では、激しく議論をしましょう。一人一人が個性をぶつけ合うのでなく皆さまお一人お一人 

の個性が輝くように発揮してください。本日はよろしくお願い致します。 

  直前会長挨拶：井口直前会長 

１０年間、多くの方にご協力いただき本当にありがとうございました。 

今後は、射場会長へご支援ご協力をお願い致します。 

また、本協会が社会・業界にとって良い協会になるよう活動してくれることをお願い申し上げます。 

今後は、射場会長のサポートしながら行きたいと思います。ありがとうございました。 

 

Ⅲ．議 事 

・議 長 選 出：定款第 26条に基づく選出。 議長：福川副会長 

・定足数確認：定款第 27条 2より常任理事３９名の過半数以上で、定足数は２０名です。 

常任理事：３９名中出席者３２名（遅刻３名、早退２名）、欠席者７名  
監事：３名中出席者２名、欠席者１名 
顧問：２名 ◎オブザーバー：３名  事務局：４名   総出席者数：４３名 
状況：欠席：岡本氏、石本氏、熊野氏、新田氏、八田氏 

急遽欠席：井口氏、谷本氏、河野氏、鳴本氏、白嶋氏 

       遅刻者：鈴木氏（13:00入）、山野氏（13:00入）、三和氏（13:00入） 

       早退者：二上氏（13:15退）、長江氏（13:45退） 

   ※別紙①の出欠リスト一覧表参照 

・議事録署名人の指名：代表理事望月副会長及び村田監事を議長が指名 
・資料の確認：事務局より 

・前回議事録の承認：2011年度第３回理事会（新旧合同）議事録  

：本議事終了まで異議がなければ自動承認とする。 

・正副会長会議：承認議案について：下記を議場に報告する。意見などなかった。 

ストンマンカフェ６、第 3回石材加工講習会、あじストーンフェア後援、 

むれ源平石あかりロード協賛、北海道地区全体会議収支報告、 

年次大会 2013会場予約手配について。 

 

審議事項  

総議決数 39票（議長含む）：午前出席者 29票＋委任４⇒午後出席者 30票＋委任４ 

委任状（欠席者７）：射場会長 1、湯口常任 1、森田常任 1、柴田常任 1、議長 3 

  ※別紙②の委任状一覧表参照の事 

①入退会者について 

・入会者  ４名について：事務局より説明 

審議：全会一致にて承認 （議決数３２＝出席者２８＋委任４） 

・退会者  ６名について：事務局より説明 

資料確認し報告事項として了承 



・会費未納者８名について（退会扱い）：事務局より説明 

資料確認し報告事項として了承 

結果：会員数は、入会５名・退会１４名（会費未納者８名含む）で 4/17 現在１２７８名となる。 

 

②各事業計画について 

 ・年次大会 2012について 

   二上委員長より説明、川本副会長より補足説明 

   意見を求むが無かったので審議へ 

  審議：全会一致にて承認 （議決数３２＝出席者２８＋委任４） 

 ・第３回通常総会について 

   事務局より説明 

   収入についての質問があり⇒法人会計からの予算拠出を説明する。 

  審議：全会一致にて承認 （議決数３２＝出席者２８＋委任４） 

 ・10周年記念祝賀会について 

   中江専務理事より説明 

  審議：全会一致にて承認 （議決数３２＝出席者２８＋委任４） 

 

各事業報告について 

・お墓なんでも相談室について 

  柴田委員長より説明 

  白木：イベント開催に相乗りして開催した。近々に開催予定があります。 

     経産省の後援は？  

柴田：毎年後援を頂いている事業としか現状では言えません。今年も後援依頼をします。 

  越智：北海道は支部の担当委員会で開催しました。 

告知方法や開催場所の検討が必要かと思います。 

  小柴：11月のいばらぎストーンフェアの中で開催しました。 

  岸田：神戸のストーンフェアで開催しました。告知の方法が少し不十分と感じました。 

  岸本：岡山では最初から参加しております。支部事業として定着してきています。 

  阪下：会場の様相や当日の天気で相談者の増減は？資料に詳細を入れてください。 

審議：全会一致にて承認 （議決数３２＝出席者２８＋委任４） 

 ・補助金事業について 

   柴田委員長より説明 

   長江担当委員長：本事業に多くの方にご協力いただきましてありがとうございました。 

    今回はマスコミ関係、宗教関係、葬送関係から多方面に分析され非常にレベルの高い 

調査となりました。 

   森田委員：各委員のコメント、集計の分析が良くされて非常にためになりました。 

   川本委員：東日本大震災の関係での項目を設けていただき、非常に参考になりました。 

審議：全会一致にて承認 （議決数３２＝出席者２８＋委任４） 

 

④2012 年度理事について 

 ・広報委員会委員長について 

   望月副会長より説明 

審議：拍手で全会一致にて承認 （議決数３２＝出席者２８＋委任４） 

   上野新委員長より自己紹介を含めて挨拶をいただく。 

   

⑤その他 

議案名：日本石材産業協会 壁新聞発行について を審議にするかの動議が出され審議となる。 

    審議：反対１０、白票１１、賛成１１、により議長判断で不採択とする。 

結果：次項の協議事項で上記の議案を協議検討する事になる。 

 

（ 昼食休憩 11：45～13：00 ） 

 

 

 



協議事項 

①2011 年度正副会長報告 

  年間事項なので資料を元に閲覧する。 

 

②2011 年度年間事業報告について 

  年間事項なので資料を元に閲覧する。 

  未提出の地区、委員会に早急な提出を施す。 

 

③2012 年度正副会長基本方針について：事前配布資料を元に各人が説明 

  射場会長基本方針：読み上げて説明 

  白木副会長（地区担当）：詳細を説明 

  長江副会長（地区担当）：詳細を説明 

  筒井副会長（地区担当）：詳細を説明 

  太田副会長（部会担当）：詳細を説明 

  犬塚副会長（部会担当）：詳細を説明 

  川本副会長（委員会担当）：詳細を説明 

  山口副会長（委員会担当）：詳細を説明 

  福川副会長（委員会担当）：詳細を説明 

  望月副会長（財務担当）：詳細を説明 

   意見：特になし。 

 

④2012 年度年間事業計画について 

  各地区計画の提出の説明：未提出地区に提出を施す。期限：今週末 

  各委員会 

   お墓ディクター委員会：中村委員長より説明 

   研修委員会：八田委員長欠席の為、山口担当副会長より説明 

    八田委員長辞任に関して報告あり。次回理事会で交代人事案件を上程予定。 

   次世代育成ネットワーク委員会：大川委員長より説明 

   広報委員会：上野委員長より各計画事業案について説明 

   社会調査委員会：柴田委員長より説明 

   市場創造委員会：阪下委員長より説明 

   新フェア実行委員会：二上委員長 13:00に退席の為、福川担当副会長より説明 

  各部会 

   建築環境部会：谷本部会長欠席の為、犬塚担当副会長より説明 

   輸入卸商部会：熊野部会長欠席の為、犬塚担当副会長より説明 

   墓石部会：森田部会長より説明 

   採石原石部会：友常部会長より説明 

   加工部会：坂口部会長より説明 

   関連部会：湯口部会長より説明 

   国際関係委員会：三和委員長より説明 

    7/14～青島で交流会を開催予定 

財務担当：戸高常任理事より説明 

望月財務担当副会長の補佐をしながらし、課題等を検討してゆきたいと思います。 

  渉外室担当：井口直前会長より説明 

伯井担当常任理事より説明  

葬送基本法の議員立法化について進捗報告⇒現状、進んでいないとの事です。 

  中江専務理事より説明 

各説明後、議長より議場に意見を求める。 

岸田：公共石材工事受注研究会を今年もやるのか？ 

   白木：この間の鹿児島の訪問の報告を次回理事会に報告します。 



後、金沢の視察を最後にして視察活動は終了します。 

      昨年勉強会を行いました。今後は、事例紹介を含めて検討してゆきたいと思います。 

   井口：墓石部会の中でこの研究会は、継続して欲しいと思います。 

 

（ 暫時休憩 14：45～15：00 ） 

 

⑤各事業計画について 

 お墓ディレクター委員会より 

  ・１級取得者グッズ作成について：中村委員長より説明 

    上野：協会のピンバッジとの整合性を考えてください。 

    意見：１級取得者のみでつけるには制約や決めがありますか？ 

     各意見を委員会で持ち帰って検討 

      議長より：上記の意見を含めて、次回審議で上程してください。 

・お墓ディレクターＤＭ作成・発送について：中村委員長より説明 

  意見を求める。特になし。次回審議で上程。 

・第 10回お墓ディレクター検定試験について：中村委員長より以下の内容を説明 

   日時：2013年 1月 23日（水）1級 13：30～16：00 2級 13：30～15：00 

開催地：名古屋開催を追加予定、北海道は現状通り開催 

今回より検定の出題方法を一部変更する。：大枠で採点基準を設ける。 

論文を記述式問題に変更して、キーワードによる採点方式にする 

   1級に関しては、旧テキストと新テキストを併用する。 

   2級はついては、新テキストのみを対象テキストとする。 

   1級受検対象者を 2級取得者で実務経験を「7年以上」を「3年以上」に変更する説明 

をする。 

   事業予算案の説明。 

  意見を求める。 

   菊地：1級試験出題方法の変更は了承です。収支についての質問あり。 

   望月：受験者数 500名が採算ライン。余剰金については積立をしています。 

5800万程あります。 

      積立金はディレクター取得者の勉強会や検定試験の為の使用目的としています。 

   伯井：実務経験とは、具体的にはどういうことなのか？ 

   中村：実務経験の具体的な明記はありません。 

伯井：将来的に縮小しているのを考えたら、実務経験の内容を検討したらいかがですか？ 

中村：検討します。 

柴田：日本通信紙への支払いについて質問あり。 

   中村：試験業務一般の運営に関しての支出です。 

   柴田：先々の事を考えて、縮小予算で試験業務ができる事も検討してください。 

   白木（受験資格について） 

：業界のレベルアップが大きな目的があったと思います。 

      採算ベースで考えた各内容の変更には違和感があります。 

お墓なんでも相談室の回答者としては、経験年数が少ないと回答者としての資質に 

疑問を感じます。 

   中村：目的は、日本のお墓文化の発展とお墓の正しい知識と普及を図るため、お墓に 

ついての幅広い知識、教養を兼ね備えた方々の育成です。 

委員会としては、正副からの意見を尊重して検討した結果 3年にしました。 

    参考として：委員会協議資料として、議長より提案があり以下の 3件で挙手する。 

     ①3年以上 10、②7 年以上 11、③期限無し 10 

⇒本議場でも、ほぼ同数で意見が割れる。 

意見：2級取得後、2年とかのほうが明確ではないのか？ 

議長より：上記の意見などを含めて、次回審議で上程してください。 



・お墓ディレクター新テキスト作成について：中村委員長より説明 

  意見を求める。 

   戸高：1級試験は、旧テキストは使い続けるのですか？ 

   中村：5年位は、使い続けたいと思います。 

   戸高：著作権料の変更はできるのですか？ 

   犬塚：旧テキストを増刷すると著作権料の支払いが出てきますが？ 

   中村：小畠先生と協議してゆきます。 

     柴田：新テキスト本の出版契約はされているのですか？ 

        協議上程されてきたものに契約締結をされたのはいかがなものか？ 

     中江：昨年から委員会から話を受けておりましたが、契約せずにできないので、 

        委員会や正副で協議を経て契約をいたしました。 

現状としては、非常に反省をしております。 

       山口：中江専務であれば長年の経験上適任と思い、お願い致しました。 

          ご指摘の通り勇み足であったと思います。お詫び申し上げます。 

      議長より：上記の意見を含めて、次回審議で上程してください。 

  ・模擬試験問題集作成・販売について：中村委員長より説明 

    特に意見なし。次回審議予定。 

 

広報委員会より 

 ・日本石材産業協会 壁新聞発行 事業計画案について：上野委員長より説明 

   何回発行しますか？⇒年４回発行予定です。 

   複数枚必要な会員にたいしては？⇒検討します。 

   データで頂けるのか？⇒大丈夫だと思います。 

   緊急性と必要性について？⇒震災写真については、協会の活動報告が緊急性と思います。 

   意見：本会議の出席者が支部の方や地元の方に伝えてください。 

   写真ニュースのデータ化によるホームページに掲載したらいかがですか？ 

    ⇒当初、紙レベルで会員の皆様に知らせることが重要か思っております。 

    ⇒写真の詳細な説明文を付けますので、写真の説明できるようにしてください。 

議長より：上記の意見などを含めて、次回審議で上程してください。 

 

Ⅳ．報告･依頼事項  

①年次大会 2012実行委員会より：川本副会長より報告 

  開催日を 2013年 6月 19（水）20（木）日で会場を押えました。 

 

②各委員会・会議・室より 

・東日本大震災対策本部より 

第３回復興支援について：井口直前会長より報告 

支援金状況報告について：中江専務理事より報告 

福島県砕石放射能汚染問題について：望月副会長より報告 

・お墓ディレクター委員会より 

  中村委員長より報告 

 

③各部会より 

  報告なし 

 

④各地区・各支部より 

  富山県支部設立総会について：開催日時 5月 20 日（日）午後 4時半から 行います。 

  山野地区長：5月に支部長会議開催します。 

  岸本地区長：よろしくお願い致します。 

3支部の総会が終了しました。今月中にすべて終了します。 

        年度内に支部長会議を開催します。11 月に中四国全体会議を開催します。 

  岸田地区長：5月に支部長会議開催します。 



  鈴木地区長：報告と計画を早急に提出します。 

  小柴地区長：よろしくお願い致します。支部や地区が元気になるように頑張ります。 

菊地地区長：東北地区６県の支部長会議を開催しました。 

今年度（来年２月頃）は地区全体会議を福島で開催予定です。 

  越智地区長：報告と計画を提出いたします。地区全体会議を実施の予定です。 

        幸フクロウ運動は今後も支部と連動して進めてゆきます。 

 

⑤各副会長・専務より 

  射場会長：交通費の一部支給を総会の承認後に本日の分を含めて皆さまに支給いたします。 

  吉岡顧問：皆さまご苦労様でした。福川議長ご苦労様でした。 

  高橋氏：お疲れ様でした。10年間ありがとうございました。 

  飯島支部長：お疲れ様でした。 

  戸部法律顧問：本会の 10年間の歩みを拝見しておりまして、一歩一歩進んでいると感じて 

おります 

⑥事務局より 

  資料を元に報告 

 

Ⅴ．監事講評 

大代前監事：ご苦労様でした。今までありがとうございました。 

   村田監事：山形の斉藤です。お疲れ様でした。今年度は監事の職責を果たしたいと思います。 
福川議長ご苦労様でした。 

   齋藤監事：静岡の村田です。本日はお疲れ様でした。皆様の益々のご活躍をお願い致します 
    
Ⅵ．閉 会 16：45 

次回開催日：第 1 回理事会 5月 17日(木)10:30～17:00 エッサム神田 301室にて 

 

 

２０１２年４月１７日            

  議 長   ：副会長 福川修介  ㊞  

 議事録署名人 ：副会長 望月威男  ㊞  

 議事録署名人 ：監 事 村田善彦  ㊞  

 議事録作成人：事務局長 杉本浄司  ㊞  

 

 

 

 

 


